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第１４回京都支部健康づくり推進協議会 

【健診】 

・広報の重要性。受けたい人がどうしたらいいかわからないようなことがないように。未受診
者の要因分析を行い、タイプ別に応じた働きかけが必要。 
☞下期の広報に向けて十分留意します。要因分析については今後検討してまいります。 

 
【保健指導】 
・保健師不足により実施率は減少しているが、保健指導を受けた人の改善率が全国平均よ
り高いのであれば、それをアピールし広報等に生かすべきである。 
☞今後の広報に生かし、保健指導を受け入れていただけるよう努めます。 
 
【事業主と連名での被扶養者への受診勧奨】 
・どのように実施するのか。 

☞健康経営を推進している事業所、被扶養者が多い事業所等へ電話、訪問により協力依
頼し、連名の受診勧奨文書を被扶養者あてにお送りするものです。 
 
【健康づくり】 
・メンタルヘルスについて経営者の関心が高い。取組を強化するべきでは。 
☞十分認識しており、今後の検討課題といたします。 

≪協議会委員からのご意見≫ 
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保健事業の実施について（イメージ） 

支  部 

 健康づくり推進協議会 
 

委員（１５名以内） 
・被保険者代表 
・事業主代表 
・健康保険委員代表 
・保健医療関係者 
・学識経験者 
・その他(行政) 
 

協議事項 
・保健事業の基本方針 
・内容、方法、評価等 
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